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（1）対象地域 

Pakuranga estuary-ニュージーランド、オークランド東部に位置する河口 

本研究での対象河口 Pakuranga estuary は近年急速に都市化が進行している(Fig.1)。また広大な集水

域(28.6km2)を持ち、河口自体の面積(0.95km2)は小さいため、堆積物成分では表面流出水由来の重金属、

多環芳香族(PAHs)が優先していると考えられる。また非常に大きな潮間帯でもある。 

この研究では、都市表面流出水に含まれる重金属や多環芳香族の河口における堆積の年代解析を行っ

ている。年代解析には 137Cs、14C、花粉を用い、それと集水域の都市化の経緯と関連づけて評価を行っ

ている。 

ニュージーランドでは 1953 年に初めて 137Cs の堆積が確認され、大気中での核実験由来であると推定

される。それ以降 1985 年まで、都市部の数か所において年間の 137Cs 堆積量を測定している(他文献およ

び研究機関)。また、Pakuranga estuary における 1953－1985 年までの 137Cs の年間堆積量は降雨デー

タと 90Srの堆積データ、137Cs/90Sr 比から算出した。また本研究のフィールドワークは 1995年に行われ、

その際に各地点(P1-P5、Fig.1 参照)の 137Cs の放射線量を堆積層の深度分布に従って測定している。 

 

（2）重要な図表 

Fig.4には、降雨データ、90Srの堆積データから算出した対象河口における大気中からの137Csの堆積量

を示している。このデータは南半球の他の地点において測定されていた137Cs堆積パターンと類似してお

り、算出方法の妥当性が確認できる。図から1955–1956, 1963–1964, 1971–1972の間でピークが確認で

きている。これらは大気中での核実験と相関がある。また1985年以降はほぼ137Csが検出されなくなり、

1995年での残留137Cs量は894Bq/kgだった。 

Fig.6 には 1995 年、フィールドワークにて測定した P1 における各物質の深度分布が示される。斜線

部分の推定年代は花粉、14C、土壌成分、137Cs などと都市化の経過を関連付けて解析した結果、導出し

たものであった。 

Table2は、1995年のフィールドワークの測定結果から、各地点での最大放射線量と137Csが検出された

最大深度、総放射線量を示している。P1→P3と海域に近づくにつれ総量が減少し、分布深度も浅くなっ
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ている。P4,P5の堆積層からは137Csは検出されなかった。 

Fig.7にはP2,P3での137Csの深度分布を示した。検出可能な最大深度はそれぞれTable2に示している。 
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2．提言につながる情報 

（1）モニタリングへの活用 

特になし 

（2）流出挙動・経路 

本研究のデータからは、集水域に堆積した 137Cs が河口に移行し、堆積、または海域へと移動する状況

を確認することができる。具体的に集水域に堆積している 137Cs の数値は論文中に示されていなかった。

しかし、河口から海域に至る数か所のサンプル地点(P1～P5)の堆積層中の放射線量、および線量検出

可能最大深度の数値が海域に向かうにつれて減少していることから(Table2)、河口堆積層中の 137Cs 寄

与源の多くが集水域に堆積したもの、もしくは集水域中の土壌粒子に吸着したものが流出、浸出した

ものであると考えられる(仮に大気中から河口に飛散した Cs がそのまま河口に堆積したとすれば、集

水域からの距離にかかわらず検出されるはずである)。またモニタリングに関して、実際に大気中から

の Cs の寄与を計測していなくても、降雨データと 90Sr 線量データ、137Cs/90Sr 堆積比から推定できる

としていた。 
137Cs は土壌粒子とよく吸着することで知られている。このため 137Cs の挙動は吸着している土壌粒子

とおおむね一致していると考えられる。Fig.6 では 137Cs 線量と土壌粒子サイズ(粘土、シルト、砂)の

鉛直分布が読み取れるが、粒子サイズと放射線量の相関の確認は難しい。これには堆積層のかく乱や

鉛直浸透など複合的な作用が影響しているかもしれない。 

（3）除染の際の留意点 

特になし 

（4）担当者のコメント 

本論文で掲載している結果には、他の機関で集積したデータが多く用いられていた。またそのデータ

については具体的な数値が掲載されていなかったため、論文中での結論(堆積層の年代と都市化の影響

について)に関しては、理解が難しい部分があった。 

この研究本来の目的が、河口の堆積層の年代推定と都市化による表面流出水由来汚濁の環境影響の評

価につながる情報の提言であるため、137Cs の流域挙動について特に調査を進めている研究ではない。

しかし、正確な年代推定のために、死の灰として大気中から降り注いだ放射性物質 137Cs を元に、どの

程度都市域に堆積し、どのように河口等の水域に移動しとどまるのか、もしくはさらに移動していく

のかということを精査する必要があると思われた。ここでは、河口に堆積した後のかく乱や浸透の影

響を年代推定に考慮していないため、我々の目的との関連付けが難しかった。 

 


